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 常滑記者クラブ同時 

 

 

2025年6月17日(火) 

あいち産業科学技術総合センター 

産業技術センター常滑窯業試験場 

材料開発室 

担当  山口、立木、野澤 

電話  0569-35-5151 

愛知県経済産業局産業部産業科学技術課 

管理・調整グループ 

担当  山内、瀬見井 

内線  3405、5389 

ダイヤルイン  052-954-6347 

愛知県経済産業局水素社会実装推進課 

水素事業グループ 

担当  森、増田 

内線  3456、5742 

ダイヤルイン  052-954-6350 

 

技術講演会「カーボンニュートラル実現に向けて」 

の参加者を募集します 
 

  あいち産業科学技術総合センターでは、地域企業の研究開発力・商品開発力の

向上、人材育成のため、技術講演会を開催しています。 

  この度、カーボンニュートラル※1実現に向けて、U C C
ユーシーシー

上島珈琲株式会社の木村
き む ら

 

裕一
ゆういち

 氏をお招きし、二酸化炭素を排出しない、水素を利用して焙煎
ばいせん

された水素焙

煎コーヒーについて御講演いただきます。講演では、同社の掲げるサスティナビ

リティビジョン※2、水素焙煎機の開発、開発されたコーヒーの特徴などを御紹介

いただきます。また、講演後には、希望される方々を対象に、愛知県が常滑窯業

試験場に導入した水素工業炉の見学会を行います。 

  つきましては、参加者を募集しますので、関心のある方は是非御参加ください。 

 

１  日時 

2025年7月9日(水)  午後2時から午後3時30分まで(受付開始：午後1時30分) 

 

２  場所 

あいち産業科学技術総合センター産業技術センター常滑窯業試験場 1階 講堂 

常滑市大曽町4丁目50  電話：0569-35-5151 

 

３  内容 

テーマ：「カーボンニュートラル実現に向けた水素焙煎コーヒーへの取り組み」 

講  師：UCC上島珈琲株式会社 S C M
エスシーエム

本部 生産部 部長 木村 裕一 氏 

本事業は、SDGs の「8 働きがいも経済成

長も」「9 産業と技術革新の基盤をつくろ

う」に資する取組です。 
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４  対象 

カーボンニュートラル実現に関心のある企業の方々を始め、どなたでも参加で

きます。 

 

５  定員 

20名(申込先着順) 

 

６  参加費 

無料 

 

７  申込方法 

  次のいずれかの方法により、お申込みください。 

※申込時点で定員に達していた場合は、電話又はメールにて早急にお断りの連絡

をします。 

（１）メール 

  件名を「技術講演会参加希望」とし、企業名、所在地、所属、氏名、電話番

号、メールアドレスを御記入の上、「10 申込み・問合せ先」までお送りくださ

い。 

（２）FAX 

  別添ちらし下部の参加申込書に必要事項を御記入の上、「10 申込み・問合せ

先」までお送りください。 

  参加申込書は常滑窯業試験場で配布するほか、常滑窯業 

試験場のWebページからダウンロードできます。 

https://www.aichi-inst.jp/tokoname/other/seminar/ 

 

８  申込期限 

2025年7月7日(月) 午後5時 

  申込期限前でも定員になり次第締め切ります。その際は常滑窯業試験場のWeb 

ページでお知らせします。 

https://www.aichi-inst.jp/tokoname/ 

 

９  主催 

愛知県、とこなめ焼技術協議会 
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10  申込み・問合せ先 

あいち産業科学技術総合センター産業技術センター常滑窯業試験場 

材料開発室(担当  山口、立木、野澤) 

常滑市大曽町4丁目50 

電話：0569-35-5151  FAX：0569-34-8196 

メール:tokoname@aichi-inst.jp 

 

【用語説明】 

※１ カーボンニュートラル 

二酸化炭素(CO2)をはじめとする温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡
きんこう

させ、

その排出量を実質的にゼロにすることで、環境への影響をゼロに近づけること。 

 

※２ サスティナビリティビジョン 

サスティナビリティ(sustainability)は「持続可能性」、ビジョン(vision)は 

「将来像・未来像」の意味。企業経営における指針や展望の一つ。 

 


